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(57)【要約】
【課題】広く流通している携帯電話などの携帯端末を用
いて、使用者にできる限り新たな負担を発生させない、
生体信号・生体情報から生成する音楽や画像の配信シス
テムの提供を課題とする。
【解決手段】生体信号採取装置と携帯端末との通信手段
として赤外線通信などの既存のインターフェースを用い
、さらに送信するデータも既存のデータ形式を用いるこ
とで、従来から使用されているデータフローをそのまま
用い、生体信号・生体情報から生成する音楽・画像配信
サービスを実現した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
生物の生体信号・生体情報（脈拍、脈波形、脳派、心拍、心電波形、呼吸、血圧、血液検
査数値、身長、体重、指紋、皮膚状態、毛髪情報など）を計測する手段と、その信号に変
換を行い、コンピュータや携帯電話などにデータを送信することを特徴とする、生体信号
・生体情報採取装置。
【請求項２】
請求項１において、前記生体信号・生体情報を、デジタル信号に変換し、そのデジタル信
号を画像ファイル内に格納、もしくは、画像ファイルに変換し、その画像ファイルをコン
ピュータや携帯電話などへ送信することで生体信号・生体情報を送信することを特徴とす
る、生体信号・生体情報採取装置。
【請求項３】
請求項１において、表示装置を具備し、その表示装置に生体信号・生体情報をグラフ化・
二次元コード化し表示する手段を持ち、その表示装置をコンピュータや携帯電話などに具
備しているカメラで撮影することで、前記生体信号・生体情報を、送信することを特徴と
する、生体信号・生体情報採取装置。
【請求項４】
請求項１において、スピーカーを具備し、前記生体信号・生体情報を、公衆通信回線網の
伝送帯域音声信号に変換し、コンピュータや携帯電話に具備しているマイクで、発信され
た音を録音することにより、生体信号・生体情報を送信することを特徴とする、生体信号
・生体情報採取装置。
【請求項５】
・
請求項１において、前記生体信号・生体情報に周波数変換を行い、公衆電話回線網の伝送
音声周波数帯域への信号に変換し、コンピュータや携帯電話のマイク端子を通し、音声信
号として生体信号・生体情報を送信することを特徴とする、生体信号・生体情報採取装置
。
【請求項６】
請求項５において、前記生体信号・生体情報から音声信号に変換された信号を、携帯電話
の音声帯域を通してサーバーコンピュータに送信し、サーバーコンピュータ側で受信した
音声信号から生体信号・生体情報を復元させることを特徴とする生体信号・生体情報送信
システム。
【請求項７】
生体信号・生体情報採取装置より無線通信によりコンピュータや携帯電話などに採取した
生体信号・生体情報を送信し、さらに受信したデータをサーバーコンピュータに送信する
手段を持ち、サーバー側でこの生体信号を音楽信号・画像信号に変換する手段をもち、変
換した音楽信号・画像信号を前記コンピュータや携帯電話に返送することを特徴とする、
生体信号・生体情報よる音楽データ・画像データ配信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、生体信号・生体情報を元に音楽信号・画像信号を生成し、配信するシステムに
ついてである。
【背景技術】
【０００２】
生体信号を採取し、音楽信号に変換する技術は、特許第３８６３５５３号にて発明されて
おり、この特許を使ったサービスも開始されている。その手法は、脈波形を採取する装置
とパーソナルコンピュータ、サーバーで構成されており、脈波形を採取する装置とパーソ
ナルコンピュータはUSBインターフェースで接続され、同パーソナルコンピュータはイン
ターネット回線でサーバーに接続されている。
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脈波形採取装置で採取した脈波形データはパーソナルコンピュータにUSB接続で送信され
、パーソナルコンピュータは同脈波形データをインターネット回線でサーバーに送信する
。
サーバーは同受信データをもとに音楽信号を生成し、音楽信号をパ－ソナルコンピュータ
に送信され、パーソネルコンピュータは同音楽信号をコンパクトディスクにコピーし、顧
客に配布されるというものである。
【０００３】
前記の脈波形を採取する装置は、パーソナルコンピュータに取得データをUSB接続で送信
しているが、携帯電話を左記パーソナルコンピュータの代わりに利用すれば機器コストの
低下及び簡便性の向上につながるが、携帯電話のUSB接続は接続インターフェースが通信
キャリアや携帯電話機種によりプロトコル及び物理的コネクター形状がまちまちであり、
携帯電話を左記パーソナルコンピュータの代用とすることは容易ではなかった。
【０００４】
このような問題に対し、本発明では、従来から利用されているデータフォーマットに生体
信号・生体情報データを載せることで、特別なインターフェースを利用せずに、機器間お
よびサーバー間との通信を実現することにより、誰でもが簡便に利用できるシステムを実
現している。
【特許文献１】特許第３８６３５５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明の目的は、携帯電話などを経由して、生体信号・生体情報を採取し、サーバーに送
信し音楽データ・画像データに変換し、再び携帯電話やパーソナルコンピュータに音楽・
画像を返信し、携帯電話やパーソナルコンピュータにて音楽・画像を視聴するためのもの
である。しかし、携帯電話と外部装置とのインターフェースが、通信キャリアや携帯電話
機種ごとにまちまちであり、すべての携帯電話に対応することが困難であった。
【０００６】
また、従前も携帯電話の赤外線通信機能を使用することができたが、特殊なデータを受け
取るには、周辺機器とのデータのやり取りに携帯キャリア及び携帯電話機種ごとに異なる
専用のアプリケーションソフトを作成する必要があり、なおかつユーザーは、携帯Webサ
イト等からその専用ソフトをダウンロードする必要があり、サービスを行う側も使用する
ユーザー側も煩雑な手続きが必要であった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明は、生体信号・生体情報を音声信号や画像データに変換し、汎用性の高い既存デー
タとして通信することで、配信者および使用者にとって簡便に利用できるようにしたもの
である。
【発明の効果】
【０００８】
本発明は、携帯電話など広く流通している既存の装置を利用し、特別なインターフェース
あるいはソフトウェアを追加せずに、生体信号・生体情報を伝送できる利点がある。また
、生体信号・生体情報採取装置を携帯電話などの携帯端末とつなげることで、信号採取か
ら生体信号・生体情報を基にした音楽や画像を視聴することまで、簡単な操作で可能とな
る利点がある。
また、本件システム利用料の支払・徴収に関しては、携帯電話の課金サービスを利用する
ことにより、支払い・徴収の煩雑さが解消される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
以下、本発明の1実施形態の生体信号である脈波形採取装置とその生体信号を音楽に変換
し配信するシステム（以下、「生体音楽配信システム」と称す）について、図1に基づい
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て説明する。システム構成は、脈波形採取装置と携帯電話、そして生体信号を音楽信号に
変換するサーバーコンピュータ、及び携帯電話とサーバーを接続するインターネット網か
ら構成される。脈波形採取装置にてサンプリングされた脈波形信号は、画像ファイル内に
埋め込まれ、赤外線通信により携帯電話に送信される。さらに携帯電話から、インターネ
ット網を通し、サーバーコンピュータに送信され、画像ファイルから脈波形信号を取り出
し、音楽信号に変換される。その音楽信号は、再びインターネット網を通し携帯電話に送
信され、携帯電話にて返信された音楽を再生する。
【実施例１】
【００１０】
図１は、システム全体の流れを示すものであり、１００は脈波形採取装置、１０６は携帯
電話、１１２はサーバーコンピュータ、１５０はインターネット網である。１００の脈波
形採取装置では、１０１の赤外線発光部・受光部を指先などにつけて反射強度を計測する
。１０２の脈波形計測では、約３０秒の間、５００Hzのサンプリングレートで反射強度を
計測し８ビットのデータとして取り込み、反射強度変化データを計測し、これを脈波形デ
ータとする。１０３は、ユーザーに計測開始から終了までを知らせるインディケータであ
り、この間ユーザーが指先を静止することを要求するものである。１０４は、１０２で採
取した脈波形データを画像ファイル内のヘッダー部に挿入、ないし脈波形データから画像
ファイルを作成し、脈波形データ入り画像ファイルを生成する。１０５の赤外線通信にて
、１０６の携帯電話に脈波形データ入り画像ファイルを送信する。１０６の携帯電話では
、１０７で受信した脈波形データ入り画像ファイルを１０８で１５０のインターネット網
を通しサーバーコンピュータに送信する。１１２のサーバーコンピュータでは、１０６の
携帯電話より送信された脈波形データ入り画像ファイルを受信し、１１４にて脈波形デー
タ入り画像ファイルから脈波形データを取り出す。そして、１１５においてこの脈波形デ
ータを使って音楽データを生成し、１１６にてこの音楽データを１０６の携帯電話に１５
０のインターネット網で送信ないしは、１０６携帯電話からダウンロード可能な状態にす
る。１０６の携帯電話では、サーバーコンピュータにて生成された音楽データを受信し、
１０６の携帯電話に内蔵する１１０の音楽データプレーヤーにて演奏し１１１のヘッドフ
ォンないし内臓のスピーカにてユーザーが音楽を鑑賞する。
また、本件システム利用料の支払・徴収に関しては、携帯電話の課金サービスを利用する
ことにより、支払い・徴収の煩雑さが解消される。
【００１１】
図２は、脈波形採取装置であり、１２０は赤外線発光部であり、ここから赤外線が照射さ
れる。１２１は受光部であり１２０から照射された赤外線が指の血液で反射し、その反射
光を受光するセンサー部である。受光した光は、１２５のAD変換部を経由し８ビットのデ
ジタル信号にする。１２４は、CPUであり、赤外光のON/OFF制御を行い、１２１の受光部
のセンサーの出力を読み出しを行い、１２３のLEDを計測中点燈させる。脈波形の計測は
、５００Hzで８ビットのデータとして読み出しを行い、これを３０秒ほどの間継続し、脈
波形信号としてメモリに保存する。メモリに保存した脈波形データを、画像ファイルのヘ
ッダー部にバイナリデータとして埋め込み、もしくは画像データに変換し１２２の赤外線
通信を使って画像データとして携帯電話に送信する。
【実施例２】
【００１２】
図3は、システム全体の流れを示すものであり、１００は脈波形採取装置、１０６は携帯
電話、１１２はサーバーコンピュータ、１３３は公衆電話回線網である。１００の脈拍採
取装置では、１０１の赤外線発光部・受光部を指先などにつけて反射強度を計測する。１
０２の脈拍計測では、３０秒の間、５００Hzのサンプリングレートで反射強度を計測し８
ビットのデータとして取り込み、これを脈波形データとする。１０３は、ユーザーに計測
開始から終了までを知らせるインディケータであり、この間ユーザーが指先を静止するこ
とを要求するものである。１３０は、８ビット５００Hzの脈波形信号を音声帯域に変換す
るものである。１３１のスピーカーにて、１３２の携帯電話のマイクを通し１０６の携帯
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電話に音声として脈波形データを送信する。１０６の携帯電話では、通常の音声通話と同
様に、１３３の携帯電話回線を通しサーバーコンピュータに音声信号として送信する。１
１２のサーバーコンピュータでは、１０６の携帯電話より送信された脈波形データ入り音
声信号を、１３５にて音声信号から脈波形データへ変換を行う。そして、１１５において
この脈波形データを使って音楽データを生成し、１１６にてこの音楽データを１３３の電
話回線を利用して１０６の携帯電話に送信する。１０６の携帯電話では、サーバーコンピ
ュータにて生成された音楽データを受信し、１０６の携帯電話に内蔵する１１０の音楽デ
ータプレーヤーにて演奏し１１１のヘッドフォンにてユーザーが音楽を鑑賞する。
【００１３】
図４は、脈拍採取装置であり、１２０は赤外光発光部であり、ここから赤外光が照射され
る。１２１は受光部であり１２０から照射された赤外光が指で反射しその反射光を受光す
るセンサー部である。受光した光は、１２５のAD変換部を経由し８ビットのデジタル信号
にする。１２４は、CPUであり、赤外光のON/OFF制御を行い、１２１の受光部のセンサー
の出力を読み出しを行い、１２３のLEDを計測中点燈させる。脈拍の計測は、５００Hzで
８ビットのデータとして読み出しを行い、これを３０秒ほどの間継続し、脈拍信号として
メモリに保存する。１２６は、スピーカーであり、携帯電話の１３２のマイク部分に音響
的に結合接続し、脈波形採取装置から携帯電話へ音声信号として通信を行うものである。
メモリに保存した脈波形データを、音声帯域である２ＫＨｚの周波数にのせ、音声信号と
して前記マイクを経由し携帯電話に送信する。
【００１４】
以上、本発明について２つの実施形態を例示したが、本発明は係る実施形態に限定される
ものでなく、以下に示すように、変更が可能である。
【００１５】
すなわち、前記本実施形態では、画像ファイルとして脈波形データを脈波形採取装置から
携帯電話およびサーバーコンピュータに送信するものを示したが、これに限定されるもの
でなく、脈波形採取装置にディスプレイ取り付け、脈波形のグラフや二次元コードを表示
し、その画像をカメラ付き携帯電話のカメラで撮影し、その画像をサーバーコンピュータ
に送信し、サーバーコンピュータにて、そのグラフや二次元コードの画像を解析し、脈波
形データを復元することも可能である。また、脈波形採取装置に音声出力端子を取り付け
、音声電気信号として携帯電話に伝送し、携帯電話のマイク端子により受信しサーバーコ
ンピュータに送信し、サーバーコンピュータにて音声信号から脈波形データを復元するこ
とによりサーバーに脈波形データを送信することも可能である。
また、採取データのサーバーへの送信方法をインターネット網を利用し、サーバーにて作
成された音楽データの受信は公衆電話回線を利用することも可能であり、其の逆の組み合
わせも可能である。
また、採取データの携帯電話への送信手段・送信媒体としては、赤外線通信(実施例1）、
音響的通信（実施例2）以外にも、ブルーツース通信を利用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態を示す赤外線通信を使った生体データからの音楽データ生成シ
ステムの説明図である。（実施例１）
【図２】生体データである脈拍採取装置の説明図である。（実施例１）
【図３】本発明の実施形態を示す音声信号を使った生体データからの音楽データ生成シス
テムの説明図である。（実施例２）
【図４】生体データである脈拍採取装置の説明図である。（実施例２）
【符号の説明】
【００１７】
　１００　　脈波形採取装置
　１０６　　携帯電話
　１１２　　サーバーコンピュータ
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　１２０　　赤外線発光部
　１２１　　赤外線受光部
　１２２　　赤外線通信
　１２３　　ＬＥＤ計測インディケータ
　１２４　　ＣＰＵ
　１２５　　ＡＤ変換部
　１２６　　マイク
  １３３　　公衆電話回線網
  １５０　　インターネット網

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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摘要(译)

要解决的问题：使用广泛分布的便携式电话的便携式终端提供由生物信
号和生物信息形成的音乐或图像的分发系统，而不向用户施加最大的负
荷。解决方案：使用现有的接口（例如红外通信等）作为生物信号采样
器与便携式终端的通信装置，并且还使用现有数据系统中的传输数据来
实现分发服务，使用常规使用的数据流而无需改变。由生物信号和生物
信息形成的音乐和图像。 Ž
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